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3送配電設備の被害状況

配電設備 送電設備

架空線 地中線 架空線

支持物【本】
（折損・倒壊等）

高圧線【径間】
（断線・混線等）

変圧器【台】
（損傷・傾斜等）

地上機器【台】
（浸水等）

地上機器【台】
（損傷・傾斜等）

ケーブル【m】
（損傷等）

鉄塔【基】
（折損・倒壊等）

特高線【条】
（断線）

1,343 4,914 362 38 0 544 0 10

※１ 【折損・倒壊】881｛・倒木、飛来物等：788、地盤の影響（流出含む）：93 ｝
【傾斜・沈下・ひび】462

※１

○ 配電設備に大きな被害が発生した一方で、送電設備の被害は少なかった。
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8被害抑制に向けた取り組みについて
【検証結果のまとめ】
○電柱の倒壊・折損はすべて飛来物・樹木倒壊等に起因していることを確認した。

【被害抑制に向けた取組み】
○ 飛散物防止に関する注意喚起の強化

ラジオ等のマスメディアやホームページ、ＳＮＳ等を通じた飛散物防止の
注意喚起を実施し、飛来物による設備被害を抑制する。
２０１９年台風１９号の例）ＨＰ、Twitter等のＳＮＳ、停電情報アプリによる注意喚起を実施

○ 障害物・土砂崩れ等に係る自治体との連携強化
（被害抑制）
自治体と連携した事前の樹木伐採により被害抑制を図る。

（早期復旧）
有事の際の道路啓開のための障害物除去に関する役割分担や情報連絡体制の
相互確認による早期復旧の仕組みを強化する。

○ 地域に応じた設備形成の実施
樹木倒壊範囲に配電設備が入らないよう山間部を通るルートを道路沿いへ
ルート変更するなど、の設備対策を実施する。


